
開催日 試合コード

開催地 会場名

戦況作成者 岩永　孝博

ＦＲＡ ― ＡＵＳ
―

戦況

見出し フランスの高い個人技で圧倒

前半

試合はＦＲＡのスローオフで始まった。先制したのはＦＲＡＮｏ１３ＬＷからのサイド
シュート。ＦＲＡは固いＤＦから速攻への展開で、前半８分で７－１と一気にリードす
る。ＡＵＳはたまらずタイムアウトをとり立て直しを図るが、逆にＤＦファールで退場
を出し、ＦＲＡに７ｍスローで追加点を与えてしまう。前半１０分で８－１となる。な
んとか返したいＡＵＳはＮｏ８のロングシュートで１点返すが、ＦＲＡの高さのあるＤ
Ｆになかなか攻撃の展開が出来ず、さらにＦＲＡへ速攻のチャンスを与えてしまう。Ｆ
ＲＡは高い個人能力を活かしフェイントやロングシュートで次々と点を重ねていく。Ａ
ＵＳもＮｏ１ＧＫのナイスセーブも連発するが、追加点には繋がらない。前半は２１－
３のＦＲＡの一方的な試合となった。

後半

後半に入っても流れは変わらない。ＦＲＡは前半同様５－１ＤＦでＡＵＳの攻撃をこと
ごとくカットやＯＦファールからの速攻の展開で点を重ねていく。ＡＵＳはポストを
使った攻撃を仕掛けていくがフィジカルの強いＦＲＡのＤＦを振り切ることはできな
い。後半１０分で４－２９となる。ここでＡＵＳは攻撃をＷポストへ変更する。ＦＲＡ
はワントップを下げてこれに対応。また、ＡＵＳはＦＲＡのＤＦを４－２へ変更する
が、逆に広くなったエリアについて行けず退場を出し、７ｍスローの追加点をＦＲＡに
与えてしまう。疲れの見えるＡＵＳは攻撃でも精細さを欠きＯＦファールやパスミスを
犯し、ＦＲＡが速攻で得点をあげていく。前半の流れそのままにＦＲＡが７－４６で大
勝した。

―
第二延長前半

―
第二延長後半

―

戦況用紙

２０１９年　１２月　　３日　　火曜日 ＃２９

（都道府県名）　熊本県 山鹿市総合体育館

結果

Ａ スコア Ｂ

フランス

７ｍｃ

46

前 半

7
オーストラリア

２１　―　３

後 半

２５　―　４
第一延長前半

―
第一延長後半


